形式言語の認識と文法の簡単化に関する研究 by タニグチ, ケンイチ & 谷口, 健一
Osaka University
Title形式言語の認識と文法の簡単化に関する研究
Author(s)谷口, 健一
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/30165
DOI
Rights
< 42 >
Tこに ぐち けん いち
氏名・(本籍) 谷 口 健
学位の種類 工 学 博 士
学位記番号 第 200 6 1Eゴ3 
学位授与の日付 昭和 45 年 3 月 30 日
学位授与の要件 基礎工学研究科物理系
学位規則第 5 条第 1 項該当
学位論文題目 形式言語の認識と文法の簡単化に関する研究
論文審査委員 (主査)教授嵩 忠雄
(副査)
教授藤沢俊男教授田中幸吉
論文内容の要旨
本論文は単純句構造言語の認識と単純句構造言語を生成する文法の簡単化に関する研究をまと
めたものである。
与えられた文章が文法に適った文章であるかどうかを判定し，適っている場合には文章構造の
解析を行なうことは形式言語の研究のうちでも基本的な問題の一つである。本論文では，一般の
単純句構造言語は 1 テープ・オフライン・チューリング機械により Hartmanis-Stearns の意味
においてがー認識可能であること，線形単純句構造言語は n2- 認識可能であることが示されて
いる。
同じ言語を生成する文法のうちで，もっとも簡単な(たとえば，非終端記号数，あるいは，書
換え規則数が最小の)文法を求めることは，理論的にも，実際的にも，興味ある問題である。二
つの単純句構造文法が文章の句構造も含めて同じ言語を生成するとき句構造的に等価であるとい
い，文章の句構造を無視して単に終端記号の系列の集合として同じ集合を生成するとき弱等価で
あるという。本論文では，句構造的に等価でもっとも簡単な文法のいくつかの性質が調べられて
いる。そして，与えられた単純句構造文法を句構造的に等価でもっとも簡単な文法に変換する能
率のよいアルゴリズムが示されている。この文法の簡単化は非決定性有限オートマトンの簡単化
の問題を含んでいる。一方，任意の単純句構造文法が与えられたとき，それと弱等価な文法のう
ちでもっとも簡単な文、法を見つける一般的なアノレゴリズムは存在しないことが証明されている。
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論文の審査結果の要旨
単純句構造言語は計算機のプログラミング言語などの数学的モデノレとして重要な形式言語のク
ラスである。言語の認識問題は，問題の性質上アルゴリズムの能率のよさが重要である。本論文
ではまず任意の単純句構造言語が， 1 テープ・オフライン・チューリング機械により， n4- 認識
可能である乙とを簡潔に証明しており， Hartmanis の方法より能率のよい方法を示している。
一般に形式言語の認識や構文解析の複雑さは，その文法の非終端記号の個数，書換え規則の個
数が小さいほど有利であり，また最筒形を求めることにより，潜在的であった言語の特性があら
わになる可能性もある。本論文ではこの問題について，弱等価な文法のなかで，もっとも簡単な
文法を見つける一般的なアルゴリズムは存在しないことを証明する一方，与えられた文法をそれ
と句構造的に等価で，かつもっとも簡単な文法に変換する能率のよい方法を示している。
以上のように，本論文は形式言語に関する基本的な問題についての新しい成果であり，この方
面の研究に対する有意義な貢献と考えられる。
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